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1. 2019年12月期第3四半期の連結業績（2019年1月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第3四半期 30,069 11.6 1,868 49.3 1,923 49.4 1,287 49.8

2018年12月期第3四半期 26,949 10.6 1,251 40.3 1,287 39.5 859 46.3

（注）包括利益 2019年12月期第3四半期　　1,244百万円 （66.2％） 2018年12月期第3四半期　　749百万円 （34.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年12月期第3四半期 131.56 ―

2018年12月期第3四半期 87.80 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年12月期第3四半期 40,339 10,527 25.8

2018年12月期 38,704 9,537 24.4

（参考）自己資本 2019年12月期第3四半期 10,397百万円 2018年12月期 9,428百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 ― 13.00 ― 13.00 26.00

2019年12月期 ― 13.00 ―

2019年12月期（予想） 14.00 27.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年12月期の連結業績予想（2019年 1月 1日～2019年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 9.4 2,100 25.8 2,170 26.1 1,440 41.1 147.16

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期3Q 10,040,000 株 2018年12月期 10,040,000 株

② 期末自己株式数 2019年12月期3Q 254,901 株 2018年12月期 254,901 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期3Q 9,785,099 株 2018年12月期3Q 9,785,146 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界景気の減速や円高進行への警戒感により引き続き先行

き不透明な状況が続いております。このような経営環境において、当社グループは、新しい価値の創造により、

顧客に感動を、社員に夢を、株主に満足をもたらす経営理念のもと、さらなる業容の拡大と成長を志向し、継続

的な営業努力と効率的な事業運営に努め、経営計画の達成を目指してまいりました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は300億69百万円(前年同期比11.6％増)、利益において

は、営業利益は18億68百万円(前年同期比49.3％増)、経常利益は19億23百万円(前年同期比49.4％増)、親会社株

主に帰属する四半期純利益は12億87百万円(前年同期比49.8％増)となりました。 

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（情報サービス事業）

情報処理サービスにおいては、請求書作成代行サービス、各種ギフト処理サービス、バックオフィスサービス

などの売上が好調に推移いたしました。ＳＩ・ソフト開発及び商品販売においては、オートオークション業務シ

ステム、地方公共団体向け業務システム、デジタルサイネージ、G Suiteなどクラウド関連サービスなどの案件に

より大きく伸長いたしました。また、各種業務の効率化を進めた結果、利益面でも大きく伸長いたしました。 

以上の結果、情報サービス事業の売上高は170億70百万円（前年同期比19.6％増）、営業利益は13億59百万円

（前年同期比89.7％増）となりました。 

 

（収納代行サービス事業）

収納代行サービス事業においては、主力のコンビニ収納件数は８月の盆休みの曜日の並びから休暇となった影

響や、９月には反動による収納件数増加となり月毎の変動は大きなものがあり、その結果、売上の伸び率はやや

苦戦いたしました。しかしながら、各種スマホ決済アプリの引き合いが依然強いことから、自治体を含む新規先

の獲得状況は計画を大きく上回って推移しており、また、スーパーマーケット及びドラッグストアチェーン店舗

向けの収納窓口サービスも、順調に増加しております。 

以上の結果、収納代行サービス事業の売上高は129億99百万円（前年同期比2.5％増）、営業利益は４億73百万

円（前年同期比1.7％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比較して16億34百万円増加し、403億39百万円とな

りました。これは主に、ソフトウエアが１億５百万円減少したものの、金銭の信託が12億87百万円、前払費用が３

億86百万円、投資有価証券が１億９百万円増加したことによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して６億44百万円増加し、298億11百万円とな

りました。これは主に、その他流動負債が３億82百万円、長期借入金が２億12百万円減少したものの、収納代行預

り金が４億87百万円、賞与引当金が４億５百万円、前受金が２億52百万円増加したことによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して９億89百万円増加し、105億27百万円と

なりました。これは主に、利益剰余金が10億32百万円増加したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2019年１月31日の「2018年12月期 決算短信」において公表しました業績予想を

修正いたしました。詳細につきましては、本日公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧くださ

い。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,233,409 7,146,399 

金銭の信託 17,901,381 19,188,809 

受取手形及び売掛金 5,559,903 5,599,173 

商品 42,200 42,649 

仕掛品 1,081,104 1,011,951 

前払費用 1,013,148 1,399,165 

その他 44,646 44,612 

貸倒引当金 △741 △740 

流動資産合計 32,875,052 34,432,019 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,368,856 1,341,685 

土地 791,098 791,098 

その他（純額） 629,088 593,433 

有形固定資産合計 2,789,043 2,726,217 

無形固定資産    

のれん 347,254 311,455 

ソフトウエア 516,613 411,076 

ソフトウエア仮勘定 39,874 61,244 

その他 36 36 

無形固定資産合計 903,778 783,812 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,757,259 1,866,860 

繰延税金資産 54,209 153,517 

差入保証金 303,447 357,789 

その他 24,215 19,106 

貸倒引当金 △2,423 △75 

投資その他の資産合計 2,136,707 2,397,198 

固定資産合計 5,829,529 5,907,227 

資産合計 38,704,581 40,339,247 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,712,094 2,614,055 

短期借入金 24,000 160,224 

1年内返済予定の長期借入金 349,332 349,332 

未払法人税等 384,707 421,264 

前受金 1,100,168 1,352,913 

収納代行預り金 21,449,448 21,936,903 

賞与引当金 3,818 409,354 

役員賞与引当金 1,000 39,028 

受注損失引当金 － 5,020 

株主優待引当金 43,274 － 

その他 1,105,697 723,546 

流動負債合計 27,173,542 28,011,643 

固定負債    

長期借入金 1,489,888 1,277,056 

役員退職慰労引当金 209,240 224,362 

退職給付に係る負債 33,393 38,995 

資産除去債務 15,663 18,228 

その他 245,456 241,569 

固定負債合計 1,993,642 1,800,212 

負債合計 29,167,184 29,811,855 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,229,213 1,229,213 

資本剰余金 651,367 651,367 

利益剰余金 7,660,623 8,693,583 

自己株式 △84,450 △84,450 

株主資本合計 9,456,753 10,489,713 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △28,411 △92,472 

その他の包括利益累計額合計 △28,411 △92,472 

非支配株主持分 109,056 130,149 

純資産合計 9,537,397 10,527,391 

負債純資産合計 38,704,581 40,339,247 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 26,949,732 30,069,879 

売上原価 22,512,391 24,812,848 

売上総利益 4,437,341 5,257,030 

販売費及び一般管理費 3,185,612 3,388,550 

営業利益 1,251,728 1,868,479 

営業外収益    

受取利息 620 547 

受取配当金 40,481 40,465 

受取手数料 1,643 1,585 

投資事業組合運用益 － 9,638 

為替差益 － 5,468 

未払配当金除斥益 302 277 

その他 3,752 3,179 

営業外収益合計 46,800 61,163 

営業外費用    

支払利息 4,023 4,260 

持分法による投資損失 2,574 2,068 

投資事業組合運用損 2,876 － 

為替差損 1,299 － 

その他 8 50 

営業外費用合計 10,782 6,380 

経常利益 1,287,746 1,923,262 

税金等調整前四半期純利益 1,287,746 1,923,262 

法人税、住民税及び事業税 464,307 696,995 

法人税等調整額 △44,895 △82,650 

法人税等合計 419,412 614,345 

四半期純利益 868,334 1,308,916 

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,185 21,543 

親会社株主に帰属する四半期純利益 859,149 1,287,373 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 868,334 1,308,916 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △119,210 △64,060 

その他の包括利益合計 △119,210 △64,060 

四半期包括利益 749,123 1,244,856 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 739,938 1,223,313 

非支配株主に係る四半期包括利益 9,185 21,543 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
情報サービス
事業 

収納代行サー
ビス事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,269,463 12,680,269 26,949,732 － 26,949,732 

セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
34,055 241 34,296 △34,296 － 

計 14,303,519 12,680,510 26,984,029 △34,296 26,949,732 

セグメント利益 716,521 466,147 1,182,668 69,059 1,251,728 

（注）１．セグメント利益の調整額69,059千円は報告セグメントが負担する管理部門費の配賦差額であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
情報サービス
事業 

収納代行サー
ビス事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 17,070,692 12,999,187 30,069,879 － 30,069,879 

セグメント間の内部売上 

高又は振替高 
13,494 248 13,743 △13,743 － 

計 17,084,187 12,999,435 30,083,623 △13,743 30,069,879 

セグメント利益 1,359,231 473,905 1,833,136 35,342 1,868,479 

（注）１．セグメント利益の調整額35,342千円は報告セグメントが負担する管理部門費の配賦差額であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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